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二　

中
国
文
学
に
お
け
る
太
公
望
像 

本
節
で
は
、
平
安
朝
の
紀
伝
道
文
人
に
影
響
を
与
え
た
、
唐
代
以
前
の

中
国
文
学
に
お
け
る
太
公
望
像
を
検
討
す
る
。

太
公
望
呂
尚
に
つ
い
て
は
多
く
の
伝
承
が
あ
る
が
、
も
っ
と
も
基
本
的

な
も
の
と
し
て
、『
史
記
』
巻
三
十
二
、
斉
太
公
世
家
の
内
容
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。
は
じ
め
に
呂
氏
の
来
歴
を
述
べ
た
後
、
周
の
文
王
に
仕
え

る
契
機
と
し
て
三
説
を
併
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
太
公
望
は
文
王
・
武
王

の
二
代
に
か
け
て
、
謀
略
に
よ
っ
て
殷
周
革
命
を
成
立
さ
せ
、
営
丘
に
封

ぜ
ら
れ
る
と
夷
狄
を
討
伐
し
、
の
ち
に
武
庚
ら
の
反
乱
を
討
伐
し
て
斉
を

大
国
な
ら
し
め
、
百
余
歳
ま
で
生
き
た
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
太
公
望
は

武
臣
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
中
国
文
学
に
お
い
て
太
公
望
に
言
及
し
た
最
初
と
し
て
、『
毛
詩
』

大
雅
「
大
明
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
殷
周
革
命
の
際
の
、
太
公
望
の
武
威
を

鷹
に
喩
え
て
頌
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
漢
末
の
文
人
と
し
て
知
ら
れ

る
高
彪
の
箋
も
同
様
で
、
ア
の
「
大
明
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

ア
　
維
師
尚
父
、
時
維
鷹
揚
、
涼
彼
武
王
、
肆
伐
大
商
。
　

　
　�

維こ

れ
師
尚
父
、
時こ

れ
維
れ
鷹
揚
し
、
彼
の
武
王
を
涼た
す

け
、
大
商
を

一　

は
じ
め
に

紀
伝
道
文
人
が
儒
者
を
自
称
す
る
理
由
と
し
て
、
天
皇
を
教
導
す
る
侍

読
の
任
を
負
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
存
在
意
義
を
主
張
し
た
代
表
的
人

物
と
し
て
、
大
江
匡
衡
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
大
江
匡
衡
は
一
条
朝
を
代
表

す
る
文
人
で
あ
り
、
実
際
に
一
条
天
皇
の
侍
読
を
務
め
た
。
匡
衡
の
別
集

で
あ
る
『
江
吏
部
集
』
に
は
、
大
江
家
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
侍
読
を
務

め
る
こ
と
を
詠
う
詩
文
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

大
江
匡
衡
が
侍
読
を
言
う
と
き
に
は
、
い
く
つ
か
の
故
事
を
繰
り
返
し

引
き
合
い
に
出
し
て
い
た
。
夙
に
後
藤
昭
雄
は
、
類
似
表
現
の
重
複
が
大

江
匡
衡
の
病
癖
で
あ
る
と
論
じ
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
天
皇
に
近
侍
し
、

師
礼
を
以
て
遇
さ
れ
た
い
」
が
た
め
に
、
漢
の
高
祖
に
仕
え
た
張
良
や
、

後
漢
の
明
帝
を
教
導
し
た
桓
栄
の
故
事
を
引
用
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る（
一
）。
本
稿
は
こ
れ
ら
に
な
ら
び
、
大
江
匡
衡
が
侍
読
の
例
と

し
て
よ
く
引
用
す
る
太
公
望
呂
尚（
二
）の
故
事
に
着
目
す
る
。
大
江
匡
衡
の
漢

詩
文
に
お
い
て
は
、
中
国
で
引
用
さ
れ
る
太
公
望
像
と
は
異
な
る
、
文

士
・
帝
師
と
し
て
の
性
格
が
付
加
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
太
公

望
像
が
発
生
し
た
理
由
や
、
後
代
へ
の
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ

く
。 　

　
平
安
朝
漢
詩
文
に
お
け
る
太
公
望
像

出
　
口
　
　
　
誠
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肆
伐
す
。

�

（『
毛
詩
』
大
雅
「
大
明
」）

イ
　
呂
尚
七
十
、
気
冠
三
軍
。
詩
人
作
歌
、
如
鷹
如
鸇
。

　
　�

呂
尚
七
十
に
し
て
、
気
は
三
軍
に
冠
た
り
。
詩
人
歌
を
作
る
こ

と
、
鷹
の
如
し
鸇
は
や
ぶ
さ

の
如
し
と
。

�
（
高
彪
「
箋
」『
後
漢
書
』
巻
八
十
下
、
文
苑
列
伝
）

一
方
で
、
同
じ
く
漢
末
晋
初
期
の
文
章
に
は
、
太
公
望
を
伊
尹
と
な
ら

べ
、
と
も
に
伝
説
的
な
名
臣
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
次
に
挙

げ
る
ウ
は
、
も
と
も
と
湯
王
の
后
で
あ
る
有
莘
氏
の
付
き
人
で
あ
っ
た
伊

尹
と
、
太
公
望
と
を
な
ら
べ
、
名
門
の
出
身
で
は
な
い
武
将
の
例
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。
エ
も
同
様
に
二
者
を
な
ら
べ
る
が
、
賤
し
い
立
場
か
ら
位

を
極
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
み
に
注
目
し
て
お
り
、
文
武
の
別
は
な

い
。
ま
た
『
史
記
』
に
お
い
て
三
説
併
記
の
形
を
取
っ
て
い
た
、
太
公
望

が
文
王
に
出
会
う
契
機
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
渭
水
で
釣
り
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
を
見
出
さ
れ
た
と
い
う
、『
史
記
』
で
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た

説
に
基
づ
い
て
い
る
。

ウ
　�

諺
曰
、
相
門
有
相
、
将
門
有
将
。
夫
相
者
、
文
徳
昭
者
也
、
将

者
、
武
功
烈
者
也
。（
中
略
）
昔
伊
尹
之
為
媵
臣
、
至
賤
也
、
呂

尚
之
処
屠
釣
、
至
陋
也
。

　
　�

諺
に
曰
く
、
相
門
に
相
有
り
、
将
門
に
将
有
り
と
。
夫
れ
相
は
文

徳
の
昭
ら
か
な
る
者
な
り
、
将
は
武
功
の
烈
し
き
者
な
り
。（
中

略
）
昔
伊
尹
の
媵
臣
為
る
や
、
至
賤
な
り
、
呂
尚
の
屠
釣
に
処
る

や
、
至
陋
な
り
。

�（
曹
植
「
陳
レ
審
レ
挙
表
」『
三
国
志
』
巻
十
九
「
魏
書
」、
陳
思
王
植
伝（
三
））

エ
　�

故
伊
尹
有
莘
氏
之
媵
臣
也
、
一
佐
成
湯
遂
荷
阿
衡
之
号
、
呂
尚
磻

渓
之
漁
者
也
、
一
朝
指
麾
乃
封
営
丘
。

　
　�

故
に
伊
尹
は
有
莘
氏
の
媵
臣
な
り
、
一
た
び
成
湯
を
佐
け
遂
に
阿

衡
の
号
を
荷
へ
り
、
呂
尚
は
磻
渓
の
漁
者
な
り
、
一
朝
に
指
麾
し

て
乃
ち
営
丘
に
封
ぜ
ら
る
。

�

（
阮
籍
「
為
二
鄭
沖
一
勧
二
晋
王
一
牋
」『
新
撰
朗
詠
集
』
丞
相
付
執
政

�

［
六
三
〇（

四
）］）

次
に
白
居
易
の
詩
文
を
見
て
ゆ
く
。
オ
は
も
と
も
と
隠
者
で
あ
っ
た
名

臣
と
し
て
伊
尹
と
な
ら
べ
、
カ
は
賢
聖
た
る
武
将
と
い
う
よ
う
に
、
概
ね

前
例
を
踏
襲
し
て
い
る
。

オ
　
勿
高
巣
与
由
、
勿
尚
呂
与
伊
。
巣
由
往
不
返
、
伊
呂
来
不
帰
。

　
　�

巣
と
由
と
を
高た
ふ
と

ぶ
こ
と
勿
か
れ
、
呂
と
伊
と
を
尚
ぶ
こ
と
勿
か

れ
。
巣
由
往
き
て
返
ら
ず
、
伊
呂
来
り
て
帰
ら
ず
。

�

（
白
居
易
「
和
答
詩
十
首
（
五
）、
答
二
四
皓
廟
詩
一
」

�

『
白
氏
文
集
』
巻
二
［
〇
一
〇
五
］）

カ
　
太
公
戦
牧
野
、
伯
夷
餓
首
陽
、
同
時
号
賢
聖
、
進
退
不
相
妨
。
　

　
　�

太
公
牧
野
に
戦
ひ
、
伯
夷
首
陽
に
餓
す
、
同
時
に
賢
聖
と
号
し
、

進
退
相
ひ
妨
げ
ず
。

�

（
白
居
易
「
效
二
陶
潜
体
一
詩
十
六
首
（
十
六
）」『
白
氏
文
集
』
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次
に
検
討
す
る
の
は
、
島
田
忠
臣
の
用
例
で
あ
る（
六
）。
名
臣
と
し
て
名
高

い
伊
尹
、
呂
尚
、
菅
仲
、
晏
嬰
で
も
、
董
仲
舒
に
は
及
ば
な
い
と
詠
じ
て

い
る
。「
伊
呂
非
高
」
は
、
オ
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
以
降
一
〇

世
紀
末
ま
で
は
、
老
齢
の
賢
相
や
重
臣
の
象
徴
と
し
て
引
用
す
る
例
が
多

く
み
ら
れ
る
。

ク
　
伊
呂
非
高
管
晏
軽
、
前
脩
未
及
仲
舒
声
。
　

　
　�

伊
呂
高
き
に
非
ず
管
晏
軽
し
、
前
脩
未
だ
仲
舒
の
声
に
及
ば
ず
。

�

（
島
田
忠
臣
「
菅
著
作
講
二
漢
書
一
、
門
人
会
而
成
レ
礼
、
各
詠
レ
史
」

�

『
田
氏
家
集
』
巻
上
［
五
五
］、
貞
観
一
三
（
八
七
一
）
年
）

ケ
は
一
〇
世
紀
前
半
ご
ろ
、
橘
在
列
と
源
英
明
と
の
間
で
の
唱
和
詩
群

の
一
で
あ
り
、
蔵
人
頭
で
あ
る
英
明
が
、
老
齢
に
な
っ
て
か
ら
見
出
さ
れ

た
太
公
望
の
よ
う
で
は
な
く
、
若
く
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
賈
誼
に
近
い

と
す
る
。

ケ
　
已
殊
呂
望
匡
周
武
、
応
似
賈
生
遇
漢
文
。

　
　�

已
に
呂
望
の
周
武
を
匡
す
を
殊
と
し
、
応
に
賈
生
の
漢
文
に
遇
ふ

に
似
た
り
。

�

（
橘
在
列
「
重
賦
二
雲
字
一
」『
扶
桑
集
』
巻
七
、
一
〇
世
紀
前
半
）

コ
・
サ
は
と
も
に
菅
原
文
時
の
作
品
で
、
太
公
望
の
故
事
を
引
用
し
て

い
る
。
コ
は
句
題
の
通
り
「
賢
士
」
の
代
表
と
し
て
、
太
公
望
と
商
山
四

皓
と
を
な
ら
べ
て
い
る
。
ま
た
サ
は
辞
表
に
回
答
す
る
勅
答
と
呼
ば
れ
る

文
体
の
文
章
で
、
忠
平
が
老
齢
を
理
由
に
辞
職
し
よ
う
と
し
た
も
の
を
、

�

巻
五
［
〇
二
二
八
］）

以
上
を
概
述
す
れ
ば
、
太
公
望
は
伊
尹
に
な
ら
ぶ
名
臣
、
高
官
で
あ
っ

て
、
武
功
に
言
及
す
る
例
が
多
い
。
武
功
に
関
し
て
付
言
す
れ
ば
、
唐
・

上
元
元
（
七
六
〇
）
年
に
は
太
公
望
に
「
武
成
王
」
を
追
諡
し
、
文
宣
王

＝
孔
子
に
な
ら
ぶ
国
家
祭
祀
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
も
、
象
徴
的
と
言
え

よ
う
。

三　

日
本
に
お
け
る
太
公
望
像
（
一
）

　
　
　
　
　
　

―
―
一
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
状
況
―
―

本
節
で
は
、
主
に
大
江
匡
衡
以
前
の
太
公
望
の
用
例
を
検
討
し
て
ゆ

く
。
お
そ
ら
く
日
本
に
お
け
る
初
例
と
し
て
は
、『
続
日
本
紀
』
巻

二
十
一
、
天
平
宝
字
二
（
七
五
八
）
年
八
月
二
十
五
日
の
、
藤
原
仲
麻
呂

を
太
保
（
右
大
臣
）
に
任
じ
る
勅
の
中
に
、
エ
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る（
五
）。
そ
の
後
太
公
望
故
事
の
引
用
は
勅
撰
漢
詩
集
中
に
散
見
さ

れ
る
が
、
一
〇
世
紀
ご
ろ
か
ら
よ
り
増
加
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
は
嵯
峨
天
皇

の
御
製
詩
を
確
認
す
る
。『
蒙
求
』
の
「
呂
望
非
レ
熊
」
の
故
事
を
踏
ま

え
、
遊
猟
の
場
に
お
い
て
も
文
王
の
よ
う
に
賢
士
を
得
た
い
も
の
で
あ
る

と
す
る
。

キ
　
不
学
夏
王
荒
此
事
、
為
思
周
卜
遇
非
熊
。

　
　�

夏
王
の
此
の
事
に
荒
む
を
学
ば
ず
、
為
に
周
卜
の
非
熊
に
遇
ふ
こ

と
を
思
は
ん
。

�

（
嵯
峨
天
皇
「
春
日
遊
レ
猟
、
日
暮
宿
二
江
頭
亭
子
一
」『
凌
雲
集
』）
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四　

日
本
に
お
け
る
太
公
望
像
（
二
）　

　
　
　
　
　
　

―
―
老
賢
相
と
し
て
の
太
公
望
―
― 

本
節
で
は
、
老
賢
相
と
し
て
の
太
公
望
故
事
の
引
用
を
検
討
す
る
。
こ

の
よ
う
な
引
用
は
、
サ
を
さ
き
が
け
と
し
て
特
に
辞
表
や
勅
答
に
集
中
す

る
。
平
安
時
代
中
期
以
降
、
辞
表
は
大
臣
以
上
の
職
を
辞
す
る
時
に
出
さ

れ
、
そ
れ
以
下
の
官
は
辞
状
を
出
し
た（
七
）。
そ
の
た
め
辞
表
と
、
そ
れ
に
答

え
る
勅
答
と
に
お
い
て
、
老
賢
相
の
故
事
の
需
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
コ
・
サ
で
も
太
公
望
故
事
を
引
用
し
て
い
た
菅
原
文
時
は
、
サ
で
は

辞
職
を
慰
留
し
て
い
た
の
と
対
照
的
に
、
藤
原
兼
通
に
代
作
し
た
辞
表
に

お
い
て
、
辞
職
の
論
拠
と
し
て
太
公
望
故
事
を
引
用
し
て
い
る
。

シ
　�

昔
営
丘
在
周
、
猶
是
七
年
之
晩
遇
也
、
安
平
居
晋
、
寧
非
八
旬
之

早
衰
乎
。

　
　�

昔
営
丘
の
周
に
在
る
や
、
猶
ほ
是
れ
七
年
の
晩
遇
な
り
、
安
平
の

晋
に
居
る
や
、
寧
ぞ
八
旬
の
早
衰
に
非
ざ
ら
ん
や
。

�

（
菅
原
文
時
「
為
二
忠
義
公
一
辞
レ
職
第
一
表
」『
本
朝
文
粋
』

�

巻
四
［
一
一
三
］、
天
延
二
（
九
七
四
）
年
）

「
営
丘
」
は
太
公
望
が
建
国
し
た
斉
の
都
で
、
こ
こ
で
は
太
公
望
本
人

を
指
す
。「
七
年
之
晩
遇
」
は
、
十
三
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
菅
原
為
長

撰
述
の
類
事
書
で
あ
る
『
文
鳳
抄
』
の
、「
聖
人
」
部
お
よ
び
「
玉
」
部

に
「
渭
釣
七
年
」
と
あ
る
故
事
に
当
た
る（
八
）。
す
な
わ
ち
太
公
望
や
司
馬
孚

で
さ
え
晩
達
で
あ
る
の
に
、
よ
り
若
輩
で
あ
る
兼
通
に
は
、
太
政
大
臣
な

ど
務
ま
ら
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

白
髪
に
な
る
程
の
齢
と
な
っ
て
も
、
太
公
望
が
煙
溪
に
帰
っ
た
と
い
う
こ

と
は
な
い
と
述
べ
、
藤
原
忠
平
の
辞
表
を
却
下
す
る
と
い
う
文
意
で
あ
る
。

コ
　
慇
懃
渭
水
携
璜
客
、
想
像
商
山
戴
白
人
。

　
　�

慇
懃
た
り
渭
水
に
璜
を
携
さ
ふ
る
客
、
想
像
す
商
山
に
白
を
戴
く

人
。

�

（
菅
原
文
時
「
遠
思
二
賢
士
風
一
」『
類
聚
句
題
抄
』［
九
一
］、

�

天
慶
四
年
（
九
四
一
））

サ
　�

昔
呂
望
鬢
辺
之
雪
、
世
未
伝
其
帰
煙
溪
、
姫
奭
面
上
之
波
、
人
豈

謂
之
踰
粉
沢
。

　
　�

昔
呂
望
鬢
辺
の
雪
、
世
未
だ
其
の
煙
溪
に
帰
る
を
伝
へ
ず
、
姫
奭

面
上
の
波
、
人
豈
に
之
を
粉
沢
に
踰
ゆ
る
と
謂
は
ん
や
。

�

（
菅
原
文
時
「
答
二
貞
信
公
致
仕
表
一
勅
」『
本
朝
文
粋
』

�

巻
四
［
〇
五
三
］、
天
暦
三
（
九
四
九
）
年
）

以
上
の
四
例
は
、
太
公
望
の
賢
臣
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
、
中
で
も

ケ
・
サ
は
老
齢
や
晩
成
と
い
う
性
格
を
利
用
し
て
お
り
、
一
〇
世
紀
前
半

ま
で
に
は
太
公
望
故
事
の
共
通
の
利
用
法
が
定
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た

太
公
望
の
引
用
史
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
特
に
サ
の
勅
答
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
勅
答
や
辞
表
に
お
い
て
、
サ

を
典
型
と
す
る
よ
う
な
引
用
表
現
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
次
節
で
検
討
を
加
え
る
。
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三
品
見
て
云
は
く
、「『
面
は
渭
浜
の
波
を
畳
み
、
眉
は
商
山
の
月

を
低
れ
た
り
』
と
作
る
べ
し
」
と
直
さ
る
と
云
々
。
此
の
事
、
又

区
々
の
短
慮
に
叶
へ
り
。
興
有
り
、
興
有
り
」
と
。

�

（「
匡
衡
献
策
之
時
、
一
日
告
レ
題
事
」『
江
談
抄
』
五
―
六
十
六
）

大
江
匡
衡
の
対
策
に
お
い
て
、
菅
原
文
時
が
問
答
博
士
を
務
め
た
。
匡

衡
は
文
時
か
ら
前
日
に
「
寿
考
」
と
い
う
出
題
内
容
を
知
ら
さ
れ
た
め
、

文
時
の
文
章
を
研
究
し
て
作
文
し
た
、
と
読
み
取
れ
よ
う
。
よ
っ
て
ス

は
、
文
時
の
太
公
望
故
事
引
用
の
仕
方
を
、
匡
衡
が
学
び
取
っ
た
成
果
と

見
做
し
う
る
。
山
田
尚
子
は
日
本
で
新
た
な
中
国
故
事
の
受
容
や
表
現
が

醸
成
さ
れ
、
本
朝
の
文
人
間
に
継
承
さ
れ
た
と
論
じ
る
が（
九
）、
匡
衡
は
文
時

か
ら
太
公
望
故
事
を
継
承
し
た
の
で
あ
っ
た
。

セ
・
ソ
は
永
祚
二
（
九
九
〇
）
年
に
、
匡
衡
が
藤
原
兼
家
に
代
作
し
た

辞
表
の
、
第
二
表
と
第
四
表
で
あ
る
（
一
〇
）。
繰
り
返
し
兼
家
が
太
公
望
に
及
ば

な
い
こ
と
を
述
べ
、
不
相
応
な
厚
遇
を
辞
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
年
齢

に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
や
は
り
「
賢
相
」
の
代
表
例
と
し
て

性
格
づ
け
て
い
る
。

セ
　�

彼
湯
武
聖
主
也
、
然
不
能
乗
斡
舟
而
浮
江
湖
、
伊
呂
賢
相
也
、
然

不
能
策
騵
馬
而
馳
郊
野
。
雖
寔
聖
主
賢
相
、
未
若
越
人
与
胡
児
者
。

　
　�
彼
の
湯
武
は
聖
主
な
り
、
然
れ
ど
も
斡
舟
に
乗
り
て
江
湖
に
浮
か

ぶ
こ
と
能
は
ず
、
伊
呂
は
賢
相
な
り
、
然
れ
ど
も
騵
馬
を
策
し
て

郊
野
に
馳
す
こ
と
能
は
ず
。
寔
に
聖
主
賢
相
と
雖
も
、
未
だ
越
人

と
胡
児
と
に
若
か
ざ
る
者
な
り
。

�（
大
江
匡
衡
「
為
二
入
道
前
太
政
大
臣
一
辞
二
職
并
封
戸
准
三
宮
一
第
二
表
」

つ
ぎ
に
大
江
匡
衡
の
辞
表
を
検
討
す
る
。
た
だ
し
そ
の
前
に
、
サ
を
典

故
と
す
る
表
現
が
天
元
二
（
九
七
九
）
年
の
大
江
匡
衡
の
対
策
に
見
ら
れ

る
こ
と
も
、
一
連
の
事
象
と
し
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
こ
れ
は
菅
原
文
時
の
コ
・
サ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

ス
　�

太
公
望
之
遇
周
文
、
渭
浜
之
浪
畳
面
、
綺
里
季
之
助
漢
恵
、
商
山

之
月
低
眉
。

　
　�

太
公
望
の
周
文
に
遇
ふ
、
渭
浜
の
浪
面
を
畳
め
り
、
綺
里
季
の
漢

恵
を
助
く
、
商
山
の
月
眉
を
低た

れ
た
り
。

�

（
大
江
匡
衡
「
寿
考
対
策
」『
本
朝
文
粋
』
巻
三
［
〇
八
二
］、

�

『
和
漢
朗
詠
集
』
老
人
［
七
二
七
］、 
天
元
二
（
九
七
九
）
年
）

ス
の
上
句
は
、
サ
で
は
姫
奭
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
っ
た
「
面
上
之

波
」
を
太
公
望
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
下
句
で
は
コ
で
対
句
関

係
に
あ
っ
た
商
山
四
皓
の
故
事
（
こ
こ
で
は
特
に
綺
里
季
）
を
継
承
し
た

形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

説
話
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　�

又
帥
命お
ほ

せ
ら
れ
て
云
は
く
、「
匡
衡
献
策
の
時
に
、
文
時
、
前
の

一
日
に
題
を
告
げ
ら
る
。
匡
衡
、
文
時
の
亭
に
参
り
、「
期
日
は

今
明
な
り
。
題
は
い
か
ん
」
と
問
ひ
し
と
こ
ろ
、
文
時
、「
足

下
、
為
に
婚
姻
を
好
ま
る
る
も
、
自
ら
好
む
所
は
寿
考
な
り
」
と

云
々
。
即
ち
帰
り
了
ん
ぬ
。
当
日
の
早
旦
、
徴
事
を
告
げ
ら
る
と

云
々
。「
太
公
望
の
周
文
に
遇
ふ
、
渭
浜
の
浪
面
を
畳
め
り
」。
菅
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り
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
老
賢
相
と
し
て
の
用
法
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

五　

大
江
匡
衡
に
よ
る
太
公
望
像
の
変
容
（
一
）　

　
　
　
　
　
　

―
―
文
士
と
し
て
の
太
公
望
―
―

　
こ
れ
ま
で
辞
表
や
勅
答
を
検
討
し
、
高
位
高
官
を
象
徴
す
る
人
物
と
し

て
、
太
公
望
故
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の
後
に
、
大
江
匡
衡
は
太
公
望
を
文
士
と
し
て
、
決
し
て
高
位

高
官
で
は
な
い
匡
衡
自
身
に
准
え
る
と
い
う
、
新
た
な
用
法
を
発
明
し
て

い
る
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
大
江
匡
衡
が
対
策
や
辞
表
等
の
公
的
文
章

以
外
で
は
じ
め
て
太
公
望
故
事
を
用
い
た
チ
を
確
認
す
る
。
正
暦
四

（
九
九
三
）
年
の
冬
に
、
藤
原
道
長
に
陪
し
て
比
叡
山
に
登
っ
た
際
の
詩

序
で
あ
る
（
一
一
）。

チ
　�

開
霧
則
見
清
顔
、
類
周
文
之
遇
師
父
、
捗
海
則
聞
浪
迹
、
譏
漢
武

之
求
神
仙
。

　
　�

霧
を
開
け
ば
則
ち
青
顔
を
見
る
、
周
文
の
師
父
に
遇
ふ
に
類
す
、

海
を
捗
れ
ば
則
ち
浪
迹
を
聞
く
、
漢
武
の
神
仙
を
求
む
る
を
譏そ
し

る
。

�
（
大
江
匡
衡
「
七
言
冬
日
登
二
天
台
一
即
事
、
応
二
員
外
藤
納
言
教
言
一
」

�
詩
序
、『
江
吏
部
集
』
巻
上
［
〇
二
九
］、
正
暦
四
（
九
九
三
）
年
）

木
戸
裕
子
は
チ
に
つ
い
て
、
晋
・
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
序
に
基
づ
い

て
比
叡
山
の
周
辺
を
述
べ
た
中
で
、
仏
教
的
な
部
分
に
続
く
「
儒
教
的
な

�

『
本
朝
文
粋
』
巻
四
［
一
一
四
］、
永
祚
二
（
九
九
〇
）
年
）

ソ
　�
歩
栄
路
以
迷
止
足
、
遥
謝
厲
郷
之
塵
、
立
恩
涯
以
釣
虚
名
、
独
慙

渭
浜
之
浪
。

　
　�

栄
路
を
歩
み
て
以
て
止
足
を
迷
ひ
、
遥
に
厲
郷
の
塵
に
謝
し
、
恩

涯
に
立
ち
て
以
て
虚
名
を
釣
り
、
独
り
渭
浜
の
浪
に
慙
づ
。

�

（
大
江
匡
衡
「
同
第
四
表
」『
本
朝
文
粋
』
巻
四
［
一
一
六
］、

�

永
祚
二
（
九
九
〇
）
年
）

さ
ら
に
巨
勢
為
時
が
作
成
し
た
勅
答
に
も
、
太
公
望
故
事
の
引
用
が
見

ら
れ
る
。
タ
は
サ
・
ス
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、
太
公
望
や
商
山
四
皓
の
一

人
で
あ
る
園
司
徒
が
老
齢
な
が
ら
重
責
を
担
っ
た
よ
う
に
、
源
重
信
の
辞

表
を
却
下
し
、
ま
だ
職
務
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。

タ
　�

昔
呂
尚
父
之
面
波
、
別
渭
水
而
猶
畳
、
園
司
徒
之
鬢
雪
、
出
商
山

而
既
寒
。
然
周
文
漢
恵
、
皆
資
嘉
謨
者
也
。

　
　�

昔
呂
尚
父
の
面
の
波
、
渭
水
に
別
れ
て
猶
ほ
畳
め
り
、
園
司
徒
の

鬢
の
雪
、
商
山
を
出
で
て
既
に
寒
し
。
然
る
に
周
文
漢
恵
、
皆
嘉

謨
を
資
ゐ
る
者
な
り
。

�

（
巨
勢
為
時
「
答
二
六
条
右
大
臣
辞
レ
職
表
一
勅
」『
本
朝
文
粋
』
巻
二

�

［
〇
五
五
］、『
新
撰
朗
詠
集
』
老
人
、
正
暦
二
（
九
九
一
）
年
）

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
菅
原
文
時
が
勅
答
と
辞
表
（
サ
・
シ
）
で
太
公

望
故
事
を
用
い
た
後
、
大
臣
等
の
高
官
の
去
就
を
論
じ
る
た
め
の
引
用
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
セ
～
タ
の
三
例
は
ほ
ぼ
同
時
の
作
品
で
あ
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匡
衡
閲
百
家
、
与
安
隆
造
一
屋
、
国
家
之
用
、
論
其
殿
最
如
何
。

彼
呂
尚
者
屠
釣
之
賤
老
也
、
説
文
韜
而
礼
遇
無
双
、
蕭
何
者
翰
墨

之
柔
臣
也
、
超
武
将
而
爵
禄
第
一
。
明
王
擢
文
士
、
不
憚
衆
議
者

也
。

　
　�

然
れ
ど
も
猶
匡
衡
の
鵠
を
射
る
こ
と
と
、
実
輔
の
鵰
を
射
る
こ
と

と
は
、
文
武
の
藝
、
其
の
雌
雄
を
決
せ
ば
い
か
ん
、
匡
衡
の
百
家

を
閲
る
こ
と
と
、
安
隆
の
一
屋
を
造
る
こ
と
と
は
、
国
家
の
用
、

其
の
殿
最
を
論
ぜ
ば
い
か
ん
。
彼
の
呂
尚
は
屠
釣
の
賤
老
な
り
、

文
韜
を
説
き
て
礼
遇
無
双
な
り
、
蕭
何
は
翰
墨
の
柔
臣
な
り
、
武

将
を
超
え
て
爵
禄
第
一
な
り
。
明
王
の
文
士
を
擢
く
や
、
衆
議
を

憚
ら
ざ
る
者
な
り
。

�

（
大
江
匡
衡
「
申
二
越
前
尾
張
等
守
一
状
」『
本
朝
文
粋
』
巻
六

�

［
一
六
一
］、
長
徳
二
（
九
九
六
）
年
）

テ
　�

以
久
沈
未
必
為
愚
、
顔
駟
歴
三
代
而
武
帝
賞
之
、
以
徒
労
未
必
為

賤
、
太
公
望
七
旬
而
文
帝
師
之
。

　
　�

久
沈
を
以
て
未
だ
必
ず
し
も
愚
と
為
さ
ず
、
顔
駟
三
代
を
歴
て
武

帝
之
を
賞
し
、
徒
労
を
以
て
未
だ
必
ず
し
も
賤
と
為
さ
ず
、
太
公

望
七
旬
に
し
て
文
帝
之
を
師
と
す
。

�

（
大
江
匡
衡
「
申
二
右
中
弁
一
状
」『
朝
野
群
載
』
巻
九
、

�

長
徳
二
（
九
九
六
）
年
頃
）

ツ
は
文
が
武
に
優
越
す
る
こ
と
を
説
く
文
脈
で
、
太
公
望
は
、「
文
韜
」

を
説
い
た
帝
師
で
あ
っ
た
た
め
、
文
士
と
し
て
一
番
に
厚
遇
さ
れ
た
と
し

て
い
る
。「
文
韜
」
は
兵
法
書
で
あ
る
『
六
韜
』
の
一
篇
で
あ
り
、『
日
本

漢
籍
を
引
用
し
た
部
分
」
と
し
て
、
こ
の
箇
所
を
「『
漢
武
故
事
』
に
見

え
る
、
漢
武
帝
が
長
生
を
願
い
、
道
士
た
ち
に
神
仙
を
探
さ
せ
た
故
事
を

引
い
て
い
る
。『
漢
武
故
事
』
は
道
教
的
な
書
だ
が
、
そ
れ
を
「
そ
し
る
」

の
だ
か
ら
儒
教
的
な
立
場
と
い
え
る
」
と
す
る
（
一
二
）。
た
だ
し
チ
は
比
叡
山
周

辺
の
景
色
か
ら
、
君
子
が
賢
才
を
重
用
し
た
故
事
を
導
き
、
藤
原
道
長
の

徳
を
頌
め
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

チ
の
前
半
は
『
初
学
記
』
霧
に
「
徐
幹
中
論
曰
、
文
王
遇
二
姜
公
於
渭

陽
執
レ
竿
而
釣
一
。
文
王
得
レ
之
、
灼
若
三
披
レ
雲
而
見
二
白
日
一
、
霍
若
三

開
レ
霧
而
観
二
青
山
一
」
と
あ
る
故
事
に
基
づ
き
、
霧
が
晴
れ
て
琵
琶
湖
が

見
え
る
の
は
、
あ
た
か
も
文
王
が
太
公
望
に
出
会
っ
た
時
の
よ
う
で
あ

る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
ま
た
後
半
の
「
漢
武
之
求
神
仙
」
は
、『
文
鳳

抄
』「
宮
館
」
部
に
「
漢
武
望
仙
」
と
あ
る
故
事
と
同
一
で
は
な
い
か
。

『
文
鳳
抄
』
に
お
い
て
は
「
燕
照
重
士
」、
す
な
わ
ち
燕
の
照
王
が
郭
隗
を

用
い
た
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
故
事
と
対
に
な
っ
て
お
り
（
一
三
）、
と
も
に

賢
才
を
用
い
る
の
意
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
チ
は
、
権
大
納
言
で
あ
っ
た
藤

原
道
長
の
こ
と
を
、
太
公
望
の
よ
う
に
天
皇
を
補
佐
し
て
い
る
、
あ
る
い

は
太
公
望
が
文
王
に
見
い
だ
さ
れ
た
よ
う
に
、
ま
も
な
く
大
臣
と
な
っ
て

天
皇
を
支
え
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
さ
ら
に
武
帝
以
上
に
賢
才
を
用
い
て

い
る
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、

太
公
望
を
高
位
高
官
の
象
徴
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

そ
し
て
大
江
匡
衡
は
自
身
の
官
職
を
求
め
る
奏
状
の
中
で
も
、
太
公
望

故
事
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
ツ
・
テ
は
、
い
ず
れ
も
チ
の
三
年
後
と
な

る
長
徳
二
（
九
九
六
）
年
前
後
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
一
四
）。

ツ
　�

然
猶
匡
衡
射
鵠
、
与
実
輔
射
鵰
、
文
武
之
藝
、
決
其
雌
雄
如
何
、
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ニ
　�

投
竿
呂
望
銜
新
詔
、
衣
錦
買
臣
到
故
郷
。
侍
読
何
居
東
海
外
、
翰

林
宜
在
子
城
傍
。

　
　�

竿
を
投
じ
て
呂
望
新
詔
を
銜く
く

み
、
錦
を
衣き

て
買
臣
故
郷
に
到
る
。

侍
読
何
ぞ
東
海
の
外
に
居
ら
ん
、
翰
林
宜
し
く
子
城
の
傍
に
在
る

べ
し
。

�（
大
江
匡
衡
「
遷
二
丹
州
刺
史
一
帰
二
旧
国
尾
州
一
、
有
レ
感
以
レ
詩
題
二
庁
壁
一
」

�

『
江
吏
部
集
』
巻
中
［
〇
六
八
］、
寛
弘
七
（
一
〇
一
〇
）
年
）

ト
は
尾
張
守
と
し
て
赴
任
す
る
際
に
、
侍
読
で
あ
る
が
ゆ
え
に
特
別
な

待
遇
を
受
け
た
こ
と
を
、
桓
栄
や
太
公
望
を
上
回
る
栄
誉
を
受
け
た
と
い

う
。
ナ
は
第
一
皇
子
の
読
書
始
に
際
し
、
文
王
・
武
王
に
学
を
授
け
た
太

公
望
に
比
し
て
、
匡
衡
が
二
代
に
わ
た
り
侍
読
と
し
て
仕
え
る
栄
誉
を
述

べ
る
。
ニ
は
侍
読
と
尾
張
守
を
兼
任
し
て
き
た
労
苦
を
、
斉
国
に
封
じ
ら

れ
た
太
公
望
ら
と
対
比
し
て
い
る
。

先
学
の
指
摘
す
る
通
り
、
大
江
匡
衡
に
と
っ
て
は
、
大
江
家
累
代
の
侍

読
の
業
を
継
ぐ
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
侍
読
が

天
皇
を
教
導
す
る
と
と
も
に
、
天
皇
が
侍
読
を
厚
遇
す
る
と
い
う
理
想
的

な
師
弟
関
係
を
追
求
し
て
い
る
。
匡
衡
が
そ
の
た
め
に
桓
栄
・
張
良
・
太

公
望
の
故
事
を
頻
用
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
明
帝
に
経
学
を
教
え

た
桓
栄
を
引
用
す
る
の
は
当
然
と
し
て
、
劉
邦
に
兵
法
0

0

を
説
い
た
張
良

や
、
中
国
で
は
武
将
0

0

と
し
て
扱
わ
れ
る
太
公
望
ま
で
も
、
帝
師
と
し
て
解

釈
し
う
る
と
捉
え
、
そ
れ
ら
を
侍
読
と
位
置
付
け
て
、
自
説
を
補
強
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
大
江
匡
衡
以
外
に
も
、
太
公
望
を
「
賢
相
」
よ
り
も
一
般
化
し

た
「
賢
才
」
と
位
置
付
け
、
大
臣
よ
り
低
い
身
分
に
准
え
て
引
用
す
る
現

国
見
在
書
目
録
』
を
見
て
も
『
六
韜
』
は
「
兵
家
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
「
武0

将
」
に
対
し
て
「
文0

韜
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

太
公
望
の
「
文
」
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。
テ
は
ケ
・
シ
と
同

様
に
匡
衡
の
「
久
沈
」
や
「
徒
労
」
を
言
い
、
や
は
り
太
公
望
を
大
江
匡

衡
自
身
に
喩
え
て
い
る
。

し
か
も
匡
衡
が
侍
読
と
な
っ
た
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
以
降
、
太
公
望

が
帝
師
で
あ
る
と
す
る
傾
向
は
、
よ
り
顕
著
に
な
る
。
匡
衡
は
太
公
望
を

侍
読
と
し
て
見
做
し
、
自
身
の
状
況
と
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ

く
。ト

　�

栄
於
桓
栄
、
尚
於
呂
尚
。
彼
西
曹
始
祖
菅
清
公
者
貞
観
侍
読
也
、

聴
乗
車
出
入
宮
中
、
此
東
曹
末
儒
江
匡
衡
者
長
保
侍
読
也
、
得
賜

馬
進
発
城
外
。
君
之
崇
師
、
古
今
如
此
。

　
　�

桓
栄
よ
り
栄
え
、
呂
尚
よ
り
尚
し
。
彼
の
西
曹
の
始
祖
菅
清
公
は

貞
観
の
侍
読
な
り
、
車
に
乗
り
て
宮
中
に
出
入
す
る
を
聴ゆ
る

さ
る
、

此
の
東
曹
の
末
儒
江
匡
衡
は
長
保
の
侍
読
な
り
、
馬
を
賜
は
り
て

城
外
に
進
発
す
る
を
得
。
君
の
師
を
崇
ぶ
る
こ
と
、
古
今
此
の
ご

と
し
。

�

（
大
江
匡
衡
「
奉
二
藤
原
行
成
朝
臣
一
状
」『
本
朝
文
粋
』
巻
七

�

［
一
九
四
］、
長
保
三
（
一
〇
〇
一
）
年
）

ナ
　�

呂
望
授
来
文
武
学
、
桓
栄
独
遇
漢
明
時
。

　
　�

呂
望
は
授
け
来
る
文
武
の
学
、
桓
栄
は
独
り
遇
ふ
の
み
漢
明
の
時
。

�（
大
江
匡
衡
「
冬
日
侍
二
飛
香
舍
一
、
聴
三
第
一
皇
子
初
読
二
御
註
孝
経
一
、
応
レ
製
」

�

『
江
吏
部
集
』
巻
中
［
〇
九
二
］、
寛
弘
二
（
一
〇
〇
五
）
年
）
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る
。
た
だ
し
ヌ
で
は
、
卑
賤
な
が
ら
取
り
立
て
ら
れ
た
例
と
し
て
太
公
望

を
挙
げ
て
お
り
、
大
江
以
言
を
は
じ
め
と
し
た
文
人
の
出
世
を
、
太
公
望

に
託
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
続
く
ネ
・
ノ
は
句
題
詩
で
あ
り
、
と
も

に
文
王
が
太
公
望
を
見
出
し
た
故
事
と
、
殷
の
武
丁
が
傅
説
を
探
し
出
し

た
故
事
を
引
い
て
、
句
題
で
あ
る
「
所
貴
是
賢
才
」
を
敷
衍
し
た
箇
所
に

当
た
る
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
辞
表
や
勅
答
で
は
太
公
望
を
「
賢

相
」
と
し
て
引
用
し
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
太
公
望

像
が
拡
張
し
、
身
分
に
か
か
わ
ら
ず
賢
才
一
般
を
指
す
も
の
と
し
て
、
普

及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
拡
張
の
前
兆
と
し
て
、
大
江
匡
衡
が
侍
読
と
し
て

太
公
望
故
事
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
、
以
前
か
ら
周
囲
に
認
識
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
あ
る
。

ハ
　�

周
文
之
用
呂
尚
父
也
、
彼
何
人
乎
。
自
愛
自
愛
。
弥
学
聖
道
、
教

我
后
及
於
堯
舜
。

　
　�

周
文
の
呂
尚
父
を
用
ゐ
る
や
、
彼
は
何
人
か
。
自
愛
自
愛
。
弥い
よ
いよ

聖
道
を
学
び
、
我
后
を
し
て
堯
舜
に
及
ば
し
め
よ
。

�

（
藤
原
行
成
「
同
返
報
状
」『
本
朝
文
粋
』
巻
七
［
一
九
三
］

�

長
保
二
（
一
〇
〇
〇
）
年
）

ハ
は
藤
原
行
成
が
大
江
匡
衡
の
書
状
（『
本
朝
文
粋
』
巻
七

［
一
九
二
］）
に
対
し
て
出
し
た
返
事
の
末
尾
で
あ
る
。
さ
き
に
匡
衡
が
、

除
目
に
漏
れ
た
恨
み
を
綴
っ
た
の
に
対
し
、
行
成
は
侍
読
と
し
て
一
層
精

進
す
る
よ
う
に
説
く
。
こ
こ
で
「
呂
尚
父
」
す
な
わ
ち
太
公
望
が
侍
読
と

し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、「
周
文
之
用
呂
尚
父
」
が
天
皇
の
侍
読
を
厚
遇

象
が
、「
所
貴
是
賢
才
」
を
題
と
し
て
行
わ
れ
た
詩
宴
に
お
い
て
作
ら
れ

た
詩
や
詩
序
に
見
ら
れ
る
。

ヌ
　�
斉
桓
公
之
得
道
左
矣
、
便
商
頭
牛
口
之
疋
夫
、
周
文
王
之
載
車
右

焉
、
亦
猶
渭
陽
鶴
髪
之
賤
老
者
也
。

　
　�

斉
桓
公
の
道
の
左
を
得
る
、
便
ち
商
頭
牛
口
の
疋
夫
な
り
、
周
文

王
の
車
の
右
に
載
す
る
、
亦
た
猶
ほ
渭
陽
鶴
髪
の
賤
老
な
る
者
な

り
。

�

（�

大
江
以
言
「
七
言
早
夏
陪
レ
宴
、
同
賦
二
所
レ
貴
是
賢
才
一
、
各
分
二
一

字
一
、
応
レ
製
」
詩
序
、『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
、『
本
朝
文
粋
』
巻
九

［
二
四
〇
］、
寛
弘
四
（
一
〇
〇
七
）
年
）

ネ
　�

磻
渓
跡
去
雲
空
宿
、
傅
野
道
開
月
独
昇
。
春
岸
釣
抛
忘
緑
草
、
朝

端
齢
老
杖
紅
藤
。

　
　�

磻
渓
跡
去
り
て
雲
空
し
く
宿
り
、
傅
野
道
開
き
て
月
独
り
昇
る
。

春
岸
の
釣
を
抛
ち
て
緑
草
を
忘
れ
、
朝
端
齢
老
ひ
て
紅
藤
を
杖
と

す
。

（
大
江
以
言
　
同
詩
、『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
、
寛
弘
四
（
一
〇
〇
七
）
年
）

ノ
　�

殷
帝
詔
厳
郊
野
月
、
周
文
礼
厚
渭
陽
風
。

　
　�

殷
帝
の
詔
は
厳
し
郊
野
の
月
、
周
文
の
礼
は
厚
し
渭
陽
の
風
。

（
一
条
天
皇
　
同
詩
、『
十
訓
抄
』
三
―
十
六
　
寛
弘
四
（
一
〇
〇
七
）
年
）

ヌ
～
ノ
で
い
う
「
賢
才
」
は
必
ず
し
も
紀
伝
道
文
人
に
限
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
同
席
し
て
い
た
藤
原
道
長
等
の
高
官
も
含
む
と
こ
ろ
で
は
あ
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は
、
こ
こ
で
は
チ
な
ど
と
は
異
な
り
、
道
長
の
娘
で
あ
る
彰
子
が
、
一
条

天
皇
の
第
二
皇
子
を
出
産
し
た
こ
と
を
准
え
て
い
る
。『
藝
文
類
聚
』
巻

十
五
、「
后
妃
」
部
に
「
帝
王
世
紀
曰
、
武
王
妃
太
公
之
女
、
曰
邑
姜
。

修
二
教
于
内
一
、
生
二
太
子
誦
一
」
と
見
え
る
、
成
王
の
母
で
あ
る
邑
姜
が

太
公
望
の
娘
で
あ
る
と
い
う
説
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
は
ヒ
以

前
の
例
は
見
出
し
え
な
い
が
、
後
代
に
は
藤
原
敦
光
も
次
の
よ
う
に
、
藤

原
忠
実
が
崇
徳
天
皇
の
中
宮
聖
子
の
祖
父
で
あ
る
こ
と
を
、
姜
氏
と
そ
の

父
で
あ
る
太
公
望
や
、
後
漢
の
和
熹
皇
后
と
そ
の
祖
父
で
あ
る
鄧
禹
の
関

係
に
比
し
て
い
る
。

フ
　�

昔
姜
氏
者
呂
尚
父
之
女
也
、
長
雖
伝
戚
里
繁
昌
之
風
、
和
熹
者
鄧

大
傅
之
孫
也
、
無
不
逢
掖
庭
冊
立
之
日
。

　
　�

昔
姜
氏
は
呂
尚
父
の
女
な
り
、
長
く
戚
里
繁
昌
の
風
を
伝
ふ
る
と

雖
も
、
和
熹
は
鄧
大
傅
の
孫
な
り
、
掖
庭
冊
立
の
日
に
逢
は
ざ
る

こ
と
無
し
。

�

（
藤
原
敦
光
「
知
足
院
禅
定
前
大
相
国
（
藤
原
忠
実
）
辞
二
随
身
一
表
」

�

『
本
朝
続
文
粋
』
巻
五
、
天
承
二
（
一
一
三
二
）
年
）

七　

院
政
期
に
お
け
る
太
公
望
故
事
引
用

こ
れ
ま
で
一
条
朝
期
ま
で
の
漢
詩
文
を
検
討
し
、
太
公
望
故
事
に
様
々

な
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
節
で
は
簡
単

で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
院
政
期
ま
で
の
漢
詩
文
に
お
け
る
用
例
を
確
認
し

た
い
。

ま
ず
第
三
節
で
論
じ
た
、
周
の
文
王
が
太
公
望
を
迎
え
入
れ
た
故
事

す
る
こ
と
を
指
す
こ
と
は
、
後
の
「
教
我
后
及
於
堯
舜
」
か
ら
も
自
明
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
続
く
「
彼
何
人
乎
」
の
「
何
人
」
と
は
誰
か
。
匡
衡

に
宛
て
た
書
状
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
場
合
、「
何
人
」
と
は
匡

衡
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
匡
衡
が
太
公
望
を
自
己
に
准
え
て
い
る
こ

と
を
、
行
成
は
熟
知
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
あ
え
て
太
公
望
故
事
を
引
用

し
て
匡
衡
に
辛
抱
を
促
し
た
の
で
は
な
い
か
。
匡
衡
が
太
公
望
故
事
を
侍

読
や
文
士
の
例
と
し
て
引
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
周
囲
に
浸

透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
六　

大
江
匡
衡
に
よ
る
太
公
望
像
の
変
容
（
２
）　

　
　
　
　
　
　

―
―
天
皇
の
外
戚
と
し
て
の
太
公
望
―
―

前
節
で
は
大
江
匡
衡
が
太
公
望
を
文
人
や
侍
読
に
准
え
は
じ
め
た
こ
と

を
述
べ
た
。
一
方
で
、
太
公
望
が
周
室
の
外
戚
で
あ
る
と
し
、
藤
原
道
長

に
准
え
る
よ
う
な
故
事
引
用
も
し
て
い
る
。
大
江
匡
衡
は
太
公
望
に
、
賢

相
、
文
士
、
侍
読
、
外
戚
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
を
見
出
し
、
作
文
に

お
い
て
自
在
に
使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

ヒ
　
孫
弘
閤
月
集
賢
士
、
呂
望
家
風
開
后
房
。
　

　
　�

孫
弘
の
閤
の
月
賢
士
を
集
め
、
呂
望
の
家
の
風
后
房
を
開
く
。

�

（
大
江
匡
衡
「
夏
夜
同
賦
二
池
台
即
事
一
応
レ
教
」『
江
吏
部
集
』

�

巻
上
［
〇
四
二
］、
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
）

前
句
は
公
孫
弘
が
客
館
に
賢
士
を
招
い
た
よ
う
に
、
藤
原
道
長
が
匡
衡

ら
を
目
に
か
け
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
後
句
に
み
え
る
太
公
望
故
事
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公
望
を
引
用
す
る
こ
と
で
後
一
条
天
皇
と
頼
通
・
師
実
父
子
と
の
関
係
を

讃
え
て
い
る
。

ホ
　�

回
塘
春
柳
、
太
公
之
釣
垂
糸
、
曲
池
秋
波
、
魏
徴
之
鏡
開
匣
。

　
　�

回
塘
の
春
の
柳
、
太
公
の
釣
糸
を
垂
れ
、
曲
池
の
秋
の
波
、
魏
徴

の
鏡
匣
を
開
く
。

�

（�

藤
原
実
綱
「
七
言
暮
春
侍
三
行
二
幸
白
河
院
一
、
同
賦
二
水
上
落
花

軽
一
、
応
レ
製
」
詩
序
、『
本
朝
続
文
粋
』
巻
九
、『
新
撰
朗
詠
集
』

丞
相
付
執
政
［
六
三
三
］）

一
方
で
、
太
公
望
を
文
人
で
あ
る
自
分
自
身
に
重
ね
合
わ
せ
る
も
の
も

あ
る
。
藤
原
敦
光
は
奏
状
で
太
公
望
や
公
孫
弘
を
「
老
与
学
兼
之
者
」
の

象
徴
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
老
齢
の
自
分
自
身
を
こ
れ
ら
に
准
え
て
、
陸

奥
守
に
任
じ
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

マ
　�

便
知
老
与
学
兼
之
者
、
世
所
重
也
、
君
所
賞
也
。
是
以
周
文
王
之

崇
呂
尚
父
也
、
旁
致
庶
民
之
子
来
、
漢
武
帝
之
抽
公
孫
弘
也
、
久

保
八
旬
之
仙
算
。

　
　�

便
ち
知
る
老
と
学
と
之
を
兼
ぬ
る
者
、
世
の
重
ず
る
所
な
り
、
君

の
賞
す
る
所
な
り
。
是
を
以
て
周
文
王
の
呂
尚
父
を
崇
む
る
や
、

旁あ
ま
ね

く
庶
民
の
子
来
を
致
し
、
漢
武
帝
の
公
孫
弘
を
抽
く
や
、
久

し
く
八
旬
の
仙
算
を
保
つ
。

�
（
藤
原
敦
光
「
申
二
陸
奥
守
一
状
」『
本
朝
続
文
粋
』
巻
六
、

�

保
延
元
（
一
一
三
五
）
年
）

を
、
天
皇
と
大
臣
の
関
係
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
は
、
辞
表
や
辞
状
に
お

け
る
常
套
表
現
と
な
り
、『
本
朝
続
文
粋
』
所
収
の
辞
表
に
は
フ
以
外
に

八
例
、
大
臣
が
兼
官
を
辞
め
る
た
め
の
辞
状
に
は
二
例
が
確
認
で
き
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
藤
原
正
家
は
寛
治
四
（
一
〇
九
〇
）
年
の
辞
表
に
お

い
て
、
周
公
旦
と
太
公
望
が
成
王
の
親
戚
で
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
親
戚

で
あ
り
、
か
つ
賢
相
で
あ
る
も
の
だ
け
を
摂
政
に
任
用
す
る
よ
う
に
求
め

て
い
る
。

ヘ
　�

雖
左
戚
之
元
老
、
非
姫
旦
之
化
者
無
居
、
雖
右
賢
之
重
臣
、
非
渭

陽
之
寄
者
不
任
。
賢
戚
相
該
、
能
安
此
挙
。

　
　�

左
戚
の
元
老
と
雖
も
、
姫
旦
の
化
に
非
ざ
る
者
は
居
無
く
、
右
賢

の
重
臣
と
雖
も
、
渭
陽
の
寄
に
非
ざ
る
者
は
任
ぜ
ず
。
賢
戚
相
ひ

該
ね
、
能
く
此
の
挙
を
安
ん
ず
。

�

（
藤
原
正
家
「
同
公
（
藤
原
師
実
）
辞
二
摂
政
一
第
三
表
」

�

『
本
朝
続
文
粋
』
巻
四
、
寛
治
四
（
一
〇
九
〇
）
年
）

ま
た
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
藤
原
実
綱

「
水
上
落
花
軽
」
詩
序
が
あ
る
。
こ
れ
も
ヘ
と
同
様
に
、
白
河
院
の
勝
景

か
ら
文
王
と
太
公
望
や
、
唐
・
太
宗
と
魏
徴
の
よ
う
な
、
理
想
的
な
君
臣

関
係
を
連
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
で
白
河
院
を
「
今
則
博
陸
侯
・
右

丞
相
之
別
業
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
頼
通
が
関
白
、
藤
原
師

実
が
右
大
臣
で
あ
っ
た
治
暦
二
（
一
〇
六
六
）
年
か
翌
三
年
の
三
月
に
、

後
冷
泉
天
皇
の
白
河
院
行
幸
に
侍
し
た
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で

は
特
に
池
に
注
目
し
た
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
比
叡
山
か
ら
見
下
ろ
し
た

琵
琶
湖
に
太
公
望
を
重
ね
合
わ
せ
た
チ
と
同
想
と
見
做
せ
よ
う
。
ホ
は
太
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る
。
匡
衡
に
と
っ
て
太
公
望
故
事
は
、
自
身
が
文
人
と
し
て
歩
み
始
め
た

記
憶
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な

い（
一
六
）。
そ
れ
ぞ
れ
天
暦
聖
代
、
寛
弘
聖
代
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
る
、
菅
原

文
時
と
大
江
匡
衡
が
発
展
さ
せ
た
太
公
望
故
事
の
性
格
は
、
そ
の
全
て
が

併
存
し
な
が
ら
院
政
期
に
も
受
け
継
が
れ
た
。
大
江
匡
衡
が
繰
り
返
し
侍

読
と
し
て
引
用
し
た
呂
尚
・
張
良
・
桓
栄
の
三
者
が
、『
擲
金
抄
』
に
も

そ
の
ま
ま
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
と
関
連
し
よ
う
。
太
公
望
故

事
の
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
改
め
て
菅
原
文
時
と
大
江
匡
衡
の
影
響

力
を
計
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
使
用
テ
ク
ス
ト
】

主
に
以
下
に
基
づ
き
、
私
に
字
体
、
句
読
点
、
訓
読
等
を
改
め
、
適
宜

旧
鈔
本
等
を
参
照
し
た
。
ま
た
特
記
無
き
場
合
、
作
品
番
号
お
よ
び
作
品

年
代
も
以
下
に
よ
る
。

『
毛
詩
』、『
白
氏
文
集
』
＝
新
釈
漢
文
大
系
。『
史
記
』、『
後
漢
書
』、『
三

国
志
』
＝
中
華
書
局
点
校
本
。『
文
選
』
＝
全
釈
漢
文
大
系
。『
藝
文
類

聚
』、『
初
学
記
』
＝
四
部
叢
刊
。『
凌
雲
集
』
＝
凌
雲
集
索
引
。『
日
本
国

見
在
書
目
録
』
＝
日
本
国
見
在
書
目
録
集
証
と
研
究
。『
田
氏
家
集
』
＝

田
氏
家
集
注
。『
扶
桑
集
』
＝
扶
桑
集
校
本
と
索
引
。『
和
漢
朗
詠
集
』、

『
新
撰
朗
詠
集
』
＝
和
歌
文
学
大
系
。『
本
朝
麗
藻
』
＝
本
朝
麗
藻
簡
注
。

『
江
吏
部
集
』
＝
板
本
群
書
類
従
、
江
吏
部
集
試
注
。『
類
聚
句
題
抄
』
＝

類
聚
句
題
抄
全
注
釈
。『
本
朝
文
粋
』、『
江
談
抄
』
＝
新
日
本
古
典
文
学

大
系
。『
本
朝
続
文
粋
』
＝
新
訂
増
補
国
史
大
系
。『
十
訓
抄
』
＝
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
。『
文
鳳
抄
』
＝
歌
論
歌
学
集
成
。『
擲
金
抄
』
＝
真
福

寺
善
本
叢
刊
。

以
上
の
よ
う
に
、
賢
相
や
賢
士
、
天
皇
の
外
戚
と
い
う
、
一
条
朝
期
ま

で
に
み
ら
れ
た
太
公
望
故
事
の
用
法
は
、
前
節
で
引
用
し
た
フ
も
含
め
、

院
政
期
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
併
存
し
て
い
る
。
ま
た
一
三
世
紀
初
頭
に
成
立

し
た
と
思
わ
れ
る
『
擲
金
抄
』
巻
中
、「
師
」
部
に
は
「
呂
尚
張
良 

桓
栄
」

と
あ
り
（
一
五
）、
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
太
公
望
が
侍
読
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
伺
え
よ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
大
江

匡
衡
が
侍
読
の
例
と
し
て
よ
く
引
用
す
る
の
が
、
ま
さ
に
呂
尚
・
張
良
・

桓
栄
の
故
事
な
の
で
あ
る
。
大
江
匡
衡
が
菅
原
文
時
に
学
ん
だ
よ
う
に
、

後
代
の
文
人
も
ま
た
、
大
江
匡
衡
の
詩
文
を
学
ん
で
太
公
望
故
事
を
継
承

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

八　

結
語

唐
代
以
前
の
中
国
文
学
に
お
い
て
は
、
太
公
望
は
賤
し
い
老
人
が
武
将

と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
重
用
さ
れ
た
例
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
日
本

で
も
一
〇
世
紀
以
前
の
段
階
で
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
い
た
。

そ
の
後
一
〇
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
菅
原
文
時
が
勅
答
や
辞
表
に
お
い

て
、
老
齢
や
賢
臣
と
い
う
性
格
に
注
目
し
て
太
公
望
故
事
を
用
い
は
じ
め

る
。
こ
れ
を
常
套
表
現
と
し
て
定
着
さ
せ
た
の
が
、
対
策
の
試
験
対
策
と

し
て
、
菅
原
文
時
の
太
公
望
故
事
の
引
用
の
仕
方
を
学
ん
だ
大
江
匡
衡
で

あ
っ
た
。

大
江
匡
衡
は
は
じ
め
辞
表
に
お
い
て
、
賢
相
と
し
て
の
太
公
望
像
を
引

用
す
る
が
、
次
第
に
自
分
自
身
を
准
え
る
よ
う
に
な
る
。
初
期
に
は
名
君

が
文
士
を
重
用
す
る
例
と
し
て
引
用
し
、
匡
衡
が
侍
読
に
な
る
と
、
太
公

望
が
文
王
・
武
王
を
教
導
し
た
帝
師
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
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二
〇
一
七
）。

（
八
） 

　�

本
間
洋
一
は
「
渭
釣
七
年
」
を
任
昉
「
百
辟
勧
二
進
今
上
一
牋
」（『
文
選
』
巻

四
〇
）
李
善
注
所
引
『
尚
書
中
候
』
等
に
基
づ
く
と
す
る
。（
歌
論
歌
学
集
成

頭
注
）。

（
九
） 

　�

山
田
尚
子
「
新
味
と
継
承
―
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
故
事
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
藝
文
研
究
』
九
十
二
、
二
〇
〇
七
→
『
中
国
故
事
受
容
論
考
―
―
古
代
中
世

日
本
に
お
け
る
継
承
と
展
開
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
）。

（
一
〇
）�

関
白
を
辞
す
「
復
辟
」
の
辞
表
中
の
引
用
で
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

山
田
尚
子
「
周
公
旦
の
故
事
と
摂
政
」（『
国
語
国
文
研
究
』
四
十
九
、

二
〇
一
四
→
『
重
層
と
連
関
―
―
続
中
国
故
事
受
容
論
考
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
六
）
に
詳
し
い
。

（
一
一
）�

木
戸
裕
子
「
江
吏
部
集
試
注
（
十
）」（『
人
文
』
二
十
六
、
二
〇
〇
二
）。

（
一
二
）�

木
戸
裕
子
「
大
江
匡
衡
と
仏
教 

―
「
冬
日
登
天
台
即
事
」
詩
を
中
心
と
し
て
」

（『
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
　
人
文
・
社
会
科
学
篇
』
四
十
三
、

一
九
九
二
）。

（
一
三
）�『
文
鳳
抄
』
は
続
け
て
「
漢
ノ
武
帝
起
二
望
仙
宮
一
」
と
説
明
す
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
本
間
洋
一
は
、『
初
学
記
』
巻
二
十
四
「
宮
」
部
に
見
ら
れ
る
、
武
帝
が

望
仙
宮
を
建
て
た
と
い
う
記
述
に
基
づ
く
と
す
る
。（
歌
論
歌
学
集
成
頭
注
）。

ま
た
『
擲
金
抄
』「
宮
館
」
部
に
も
「
漢
武
望
山
燕
昭
重
士
」
と
あ
る
。
大
江
匡
衡

の
詩
序
に
お
い
て
、
詩
宴
を
主
催
し
た
高
位
者
を
賢
才
の
登
用
に
熱
心
で
あ
る

と
し
て
称
賛
す
る
例
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
永
観
二
（
九
八
四
）
年

に
藤
原
済
時
邸
で
開
か
れ
た
詩
宴
に
お
い
て
、
済
時
を
「
退
レ
佞
進
レ
賢
、
致
二

君
於
堯
舜
一
、
軽
レ
財
重
レ
士
、
比
二
跡
於
伊
周
一
」
な
ど
と
す
る
（「
秋
情
月
露

深
」
詩
序
『
江
吏
部
集
』
巻
上
）。

（
一
四
）�

テ
の
「
申
右
中
弁
状
」
は
年
記
を
欠
く
が
、
後
藤
昭
雄
が
長
徳
二
年
ご
ろ
と
推

定
す
る
の
に
従
う
。
後
藤
昭
雄
『
大
江
匡
衡
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
）。

（
一
五
）�『
擲
金
抄
』「
師
」
部
に
太
公
望
故
事
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

川
村
卓
也
氏
か
ら
教
示
を
得
た
。

（
一
六
）�
大
江
匡
衡
が
度
々
言
及
す
る
「
文
道
」
や
「
延
喜
・
天
暦
聖
代
」
に
つ
い
て

も
、
菅
原
文
時
の
強
い
影
響
が
見
ら
れ
る
。
出
口
誠
「
大
江
匡
衡
「
申
弁
官
左

右
衛
門
権
佐
大
学
頭
等
状
」
考
―
延
喜
・
天
暦
聖
代
と
文
道
―
」（『
和
漢
比
較

文
学
』
六
十
一
、
二
〇
一
八
）。

�

（
で
ぐ
ち
　
ま
こ
と
　
筑
波
大
学
大
学
院 

一
貫
制
博
士
課
程
四
年
）

【
付
記
】

本
稿
は
、
和
漢
比
較
文
学
会
第
十
回
海
外
特
別
例
会
（
二
〇
一
七
年
、

於
西
北
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
大
江
匡
衡
の
漢
詩
文
に
お
け
る
太

公
望
像
」
を
基
に
し
た
も
の
で
す
。
ご
教
示
を
下
さ
っ
た
方
々
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
特
別
研
究
員
奨
励
費19J10137

の
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

注（
一
） 

　�

後
藤
昭
雄
「
大
江
匡
衡
の
詩
文
」（『
語
文
研
究
』
三
十
一
・
三
十
二
合
併
号
、

一
九
七
一
→
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
〈
補
訂
版
〉』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
）

（
二
） 

　�

太
公
望
は
、
姓
は
姜
、
氏
は
呂
、
名
は
尚
で
あ
り
、
様
々
な
呼
び
方
が
あ
る
。

本
文
中
で
は
太
公
望
に
統
一
す
る
。

（
三
） 

　�『
藝
文
類
聚
』
巻
五
十
三
、
薦
挙
に
、「
魏
陳
思
王
曹
植
自
試
表
曰
（
中
略
）、

又
表
曰
」
と
し
て
引
用
箇
所
を
含
む
一
部
が
同
文
と
し
て
引
か
れ
る
。

（
四
） 

　�『
文
選
』
巻
四
十
に
も
阮
籍
「
為
二
鄭
沖
一
勧
二
晋
王
一
牋
」
が
収
め
ら
れ
る
が
、

『
新
撰
朗
詠
集
』
と
は
異
文
で
あ
る
。
本
稿
で
は
日
本
に
お
け
る
受
容
と
い
う

観
点
か
ら
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
依
っ
た
。
現
行
の
『
文
選
』
所
収
本
文
は
以
下

の
通
り
。「
故
伊
尹
有
莘
氏
之
媵
臣
耳
、
一
佐
二
成
湯
一
遂
荷
二
阿
衡
之
号
一
、
周

公
藉
二
已
成
之
勢
一
、
據
二
既
安
之
業
一
、
光
二
宅
曲
阜
一
、
奄
二
有
亀
蒙
一
、
呂
尚

磻
渓
之
漁
者
、
一
朝
指
麾
乃
封
二
営
丘
一
」。

（
五
） 

　�「
其
伊
尹
有
莘
之
媵
臣
、
一
佐
二
成
湯
一
遂
荷
二
阿
衡
之
号
一
、
呂
尚
渭
浜
之
遺

老
、
且
弼
二
文
王
一
終
得
二
営
丘
之
封
一
」。「
呂
尚
」
以
下
は
エ
と
異
な
る
が
、

こ
の
部
分
の
直
接
の
出
典
は
未
詳
。

（
六
） 

　�

川
口
久
雄
は
菅
原
道
真
「
重
陽
日
侍
二
宴
紫
宸
殿
一
同
賦
二
玉
燭
歌
一
応
レ
製
」

（『
菅
家
文
草
』
巻
二
［
一
四
四
］）
の
「
終
見
三
大
臣
謁
二
渭
橋
一
」
句
を
太
公

望
の
故
事
と
解
す
る
が
（
日
本
古
典
文
学
大
系
頭
注
）、『
史
記
』
巻
十
、
孝
文

本
紀
に
見
え
る
、
文
帝
が
即
位
す
る
際
に
、
文
帝
の
使
者
を
宰
相
以
下
が
渭
橋

に
迎
え
た
故
事
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
七
） 

　�

後
藤
昭
雄
「
経
国
の
文
―
文
体
が
担
う
社
会
的
機
能
」（
河
野
貴
美
子
ほ
か
編

『
日
本
「
文
」
学
史
第
一
冊
　「
文
」
の
環
境
―
「
文
学
」
以
前
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
五
→
後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
漢
詩
文
の
文
体
と
語
彙
』
勉
誠
出
版
、




